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の 係数 に内包 されて い る もの と考えられ る 。 そ こ で 今後 は ，よ り多様な滝に つ い て の デ
ー

タを

収集 し，気候変動 の 影響や岩石物性 の 評価方法など とと もに検討 して ゆ く必要がある 。
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ド ： 滝，後退速度 岩盤侵食，溶結凝灰岩

P27 ．富山県称名川の 側壁斜面における崖錐地形の 発達速度 ：滝の 後退か ら推定 した空間時間

　　　変換の 適用

　　　　　　　　　　　小花和宏之 （東京大）・早川裕一一（東京大 ・院）・松倉公憲 （筑波大）

Hiroyuki　 OBANAWA
，
　 Yuichi　 HAYAKAWA 　 and 　 Yukinori　 MATSUKURA ： Rate　 of　 the

talus　 development　 on 　vaney −side 　 slopes 　along 　 the　Shomyo 　River
，
　 Toyama 　Prefecture：

Application　of　space ・time 　substitution 　based　on 　the　waterfall 　recession 　rate

　富山県，称名川沿 い の 側壁 斜面 にお い て ，過去約 4 万年間に お ける崖錐地形の 発達速度を推

定 した ．称名川は，立 山起源の 溶結凝灰 岩台地が称名滝 に よ っ て 開析 され た谷 を流れ て い る．

したが っ て ，称名川沿い の 側 壁斜面 は、滝に 近 い ほ ど新 し く （地形形成時間が 短い ），滝か ら遠

い ほ ど古 い （地 形形成時間が長 い ）地形で ある と考え られ，斜面の縦断形を川の 上流か ら下流

に向けて並 べ る こ とで ，地形変化を推定する こ とが で きる （空 問時問変換）．また，早川 ・松倉

（2006）に よ り称名滝の後退 速度は約 15cm ／yearと推定され て お り，こ の 後退速度を もと に崖

が形成 された 時期 （すなわ ち地形形成時間）を求め る こ とで ，地形変化速度 を計算す る こ とが

で きる．そ こ で まず，称名滝か ら約 300m 間隔で 左岸斜面の 縦断形 を 19本計測 した．次に ，

計測 した縦断形 を傾斜変換点 を もと に ，沖積錐 ・崖錐 ・崖 ・上 面斜面の 4 つ の 斜面に区分 し，

各斜面の 比高 ・傾斜角の 経時変化 を求め た，その 結果，崖錐斜面の 比高は経時的に増加 してお

り，崖錐 の 比高 （m ）＝7，2mm × 経過時間 （年）とい う直線近似 で 表された （相関係数 0．82）．

すなわ ち，崖錐 の 成長速度は 7，2mm ！yearで あっ た．また，崖 の 傾斜角は 経時的に減少 して お

り，崖の 傾斜角 （deg．）＝− 0．4deg ．　x 経過時間 ⊂年）＋ 54．2とい う直線近似で 表 され た （相関

係数 0．51）．す なわ ち，崖 の 減傾斜後退速度 は 0．4　deg　fyearで あ っ た．さらに，現在 の 河床 の 中

心を か つ ての 滝の 中心 と仮定 して
T 崖の後退量 （河床の 中心か ら崖 の 頂部まで の 水平距離）の

経時変化を求め た と こ ろ，崖の 後退量 （崖頂部 の 水平後退距離） ；11．6mln × 経過時間 （年）

とい う直線近似で 表 され た （相関係数 0．86）．すなわ ち，崖 の 後退速度は ll．6mm ／yearで あ っ

た ．
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